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は じ め に
緩和ケアチームが結成され今年で 10 年目を迎えた。
この間、診療報酬の改定や様々な世代交代もあったが、
無事難局を乗り越えられたのもチームメンバーの協力は
もちろんのこと、対象である患者、家族の存在や支えが
大きかったように思う。これまでも、これからも対象に
寄り添い、いつでも側にいられる存在でありたい。
以下 2018 年の緩和ケアチームの業務活動を報告する。
⚑．緩和ケアチーム介入の記録
⚑）チーム回診・カンファレンス
診療報酬改定により、当院においてもチーム加算が算
定できるようになった。今年の加算件数は 164 件と予想
をはるかに上回り、今まで以上に責任や、やりがいを感
じながら担当患者・家族のケアにあたらせていただいて
いる。
具体的な活動として、第⚑・⚓火曜日に会議を設け、
対象患者の多職種カンファレンス「緩和ケアキャンサー
ボード」を開催。チーム内で情報共有や治療方針の検討
を行い、それをもとに毎週火・金曜日に対象患者のベッ
トサイドに訪問しチーム回診を行っている。
⚒）緩和ケア外来
第⚑・⚓・⚕火曜日、完全予約制とし当院へ通院して
いる患者、家族へ緩和ケアを提供している。入院時と同
じケアを受けられると対象者には好評であったが目標の
利用患者数に達していないため、次年に向けて更なる周
知をし利用者数増加を目指したい。
⚓）診療科別依頼患者数と転帰、介入期間（図⚑・⚒）
依頼患者総数：30 名（男性 13 名、女性 17 名）
平均年齢：65.8 歳（男性 74 歳、女性 63 歳）
診療科内訳：消化器内科⚙名、呼吸器内科⚒名、外科 16
名、泌尿器科⚓名
部位別内訳：胃⚒名、大腸⚕名、膵⚓名、肝⚑名、肺⚒
名
乳房 13 名、前立腺⚒名、膀胱⚑名、原発不
明⚑名
介入期間：⚒～337 日間、平均 35 日間
介入後の転帰：自宅退院⚘名、転院⚔名、介入継続⚔名、
死亡 14 名。この事から女性の平均年齢が低いのは、乳
がん患者が急増していることに裏付けされると考えらえ
る。また介入期間が長く、死亡率も高いことから終末期
の転院調整に苦慮していることがデータからも判明し
た。
⚔）依頼理由
今年は疼痛コントロール、精神的ケア、リンパ浮腫、
食欲不振、家族ケア、意思決定支援、療養先の検討が中
心であった。なかでも療養先の検討を依頼される事例が
多く、緩和ケアチームカンファレンスが重要な役割を
担っていたと考えられる。
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図⚑ 診療科別依頼患者数（人） 図⚒ 部位別内訳（人）
⚕）介入の実際
今年も多くの対象と関わってきたが、多職種チームで
関わるという緩和ケアの基本を再確認させてくれた A
さんを紹介したい。
Aさん：70 歳代 男性 胃がん
疼痛コントロール、食欲不振、精神的ケアにて緩和ケ
アチームに介入依頼があった。疼痛コントロールがつい
た後からも食欲不振はかわらず、嗜好品を中心とした病
院食にも全く手を付けず経過していた。リハビリをして
いたが自力体動も少なく、一日のほとんどを臥床し過ご
している状況であった。また訪問時も会話が続かず、ふ
さぎこんでいるような様子もうかがえた。ある日の訪問
時には「全然食べたくない。どうせ病気だから生きて
たってしょうがない」と悲観的な言葉も聞かれた。イレ
ウス等の消化管通過障害もないことからチームでは「病
状の変化に伴う精神的苦悩が大きい」と判断し、何か楽
しみな時間を提供できないか考えていたところ、何気な
い会話の中から「お酒」が好きで毎晩晩酌していたこと
がわかった。そこで「おつまみ」ならば食べられないか
とAさんに提案したところ「食べたい」と希望がきかれ
た。主治医からも許可がおり、配膳すると A さんはす
ぐに起き上がり「おつまみ」を次々に口にしていた。そ
の後も緩和ケアチームの回診を楽しみにするようにな
り、退院まで楽しい時間を共有することができた。
「美味しい」「うれしい」「楽しい」など心地よい刺激や
希望が実現したことで信頼関係ができ、Aさんの笑顔を
引きだせたのではないかと考えた。
食べ物を口にしたのは、この日だけだったが、好きな
ものを口にできる喜びを叶えられたこと、希望を支えら
れたことは緩和ケアチームにとってもよい学びとなっ
た。
⚒．2018 リレーフォーライフ in 室蘭
2018 年⚘月 25 日－26 日
残念ながら台風により中止となったが、皆様からお寄
せいただいた善意は対がん協会へ全額寄付させていただ
いた。来年もご協力お願いしたい。
⚓．緩和ケア研修会
～PEACE PROJECT～
2018 年 11 月 10 日
プログラムの変更に伴い、本年度より集合研修は⚑日
間となった。そこで他院とタッグを組み共同研修を開催
する運びとなった。次年度も多くの職員の参加を期待す
る。また西胆振地区は、地域を上げてがん対策に力を入
れており病院間の協力体制も整備されている。私達も地
域の一員として協力していきたいと考えている。
⚔．第⚙回ひまわりサロン＋市民公開
講座
2018 年 11 月 13 日
今年の新たな取り組みとして「ひまわりサロン」と「市
民公開講座」を同時開催とした。院内外より 60 名余り
の来場者にお越しいただき、各ブースも例年通りのにぎ
わいを見せた。今年度のメインプログラムは小野寺医師
による講演「あなたを支える緩和ケア」であった。当院
における緩和ケアの現状を分かりやすく紹介され「緩和
ケアは言葉として知っていたが、具体的にどのようなも
のなのかよくわかりました」「家族にも伝えていきたい
です」等という意見が聞かれた。また、縁があり中皮腫・
アスベスト疾患・患者と家族の会の講演を開催した。患
者自らの実体験に基づく内容であり院外からの参加者も
目立った。各講演に関しては、今現在でも市民より問い
合わせがあり反響の大きさを感じている。これからも緩
和ケアについて、適切な情報を発信するよう努力したい。
⚕．ひまわりの会
院内、多くの方々の協力のもと、今年も無事に患者会
を開催することができた（表⚑）。いつでも参加者の安
心・安全な場所を提供していけるよう努力していきたい。
⚖．患者の意向を尊重した意思決定の
ための相談員研修会
終末期における患者の意思決定おいて様々なツールが
あるが、今回アドバンス・ケア・プランニング（ACP）
91
2018 年 緩和ケアチーム
という新しい概念を用いることで、より的確なケア提供
できることを実践形式で学んだ。参加させていただいた
チームメンバーは、個々の業務はもちろんの事、チーム
活動に積極的に活かしていきたいと考えている。
⚗．研修会・講演
⚑）研修会
⚑．磯貝英利子：第⚖回札幌がんのリハビリ研修会（2018
年⚕月 12-13 日 札幌）
⚒．磯貝英利子：エンゼルケア（2018 年⚙月 12 日 室
蘭）
⚓．小野寺馨，磯貝英利子，洲崎郁代，若林さやか：患
者の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会
（2018 年 10 月⚘日 青森）
⚒）講演
⚑．小野寺馨：あなたを支える緩和ケア～がん治療・緩
和ケアの基本と当院の取り組みについて～．第⚙回
ひまわりサロン＋市民公開講座（2018 年 11 月 14 日
室蘭）
⚘．院外発表・活動
⚑．磯貝英利子：複数施設の緩和ケア・がん性疼痛認定
看護師のグループ活動による地域における緩和ケア
の質向上のための取り組み．第 42 回死の臨床研究
会（2018 年 12 月⚘日 新潟）
⚒．深山義敬，磯貝英利子：西胆振緩和ケアネットワー
ク．市民公開講座（2018 年⚒月 24 日 室蘭）
⚓．三上敦大，磯貝英利子：平成 30 年度緩和ケア研修会
（2018 年 11 月 10 日 室蘭）
⚔．磯貝英利子：西胆振がんセミナー（2018 年 10 月 13
日、11 月 17 日 室蘭）
⚙．今後の課題
結成から 10 年を経て、緩和ケアチームの存在は院内
に十分にアピールできていると感じているが、介入件数
の増減に大きな変化はない。
日々活動する中で、緩和ケアを必要としている人たち
に緩和ケアが届いていないのではないかと感じる場面も
多く、自分達の力のなさを痛感している。
院内スタッフ自らが、緩和ケアの必要性を意識し行動
できるような環境を提供していくことも今後の課題であ
ると考える。
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表 1 2018 年 ひまわりの会
月 題 講 師
1 茶話会 緩和ケアチーム
2 介護保険てなーに？ 医療ソーシャルワーカー 若林さやか
3 お食事のことで困っていませんか 管理栄養士 戸ノ崎琴子
4 リラクゼーションとがんのイメージ療法 臨床心理士 澁谷 節子
5 みんなでやろうリンパマッサージ 緩和ケア認定看護師 磯貝英利子
6 杖と歩行器 理学療法士 浦山 良平
7 がんになっても私らしく過ごそう 株式会社アデランス 菊谷由香里
アスピア化粧品株式会社 海野 郁代
8 茶話会 緩和ケアチーム
9 不安とリラクゼーション 臨床心理士 田中由里子
10 訪問看護で出来る事 保健師 荒木 里美
11 ひまわりサロン＋市民公開講座 緩和ケアチーム
12 知っている？ 薬剤師の仕事 薬剤師 足達 芳恵
ひまわりサロン 中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会
